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【目的】 

歯科標榜のない病院における口腔管理体制の実態と課題を明らかにすることを目的として、一

関病院における歯科回診の取組みを整理し、歯科介入の実施状況および介入後の経過を検討した。 

【方法】 

2025 年 1 月から 12 月までの 12 か月間に、歯科衛生士がスクリーニングを行い歯科医師の診察

が必要と判断した入院患者 77 名を対象に、歯科介入内容および介入後の状況を後方視的に分析し

た。また、言語聴覚士、社会福祉士、管理栄養士を対象にフォーカスグループインタビューを実

施し、医科歯科連携の実態と課題について、Braun and Clarke の thematic analysis の手法を用

いて質的に分析した。量的解析と質的分析の結果を統合し、歯科標榜のない病院における口腔管

理体制の機能と課題を検討した。 

【結果】 

歯科介入を受けた 77 名の平均年齢は 81.2 歳であり、男性 33 名、女性 44 名であった。栄養摂

取形態は、非経口摂取 15 名（19.5%）、経口摂取 62 名（80.5%）であった。歯科介入は経口摂取患

者に対する義歯関連治療が多くを占め、食形態の改善や食事摂取量の増加等の改善が認められた

症例が認められた。一方で、死亡や退院により評価困難な症例も多く認められた。歯科以外の医

療職に対するフォーカスグループインタビューからは、口腔問題は主として摂食嚥下機能や栄養

状態の問題として認識され、歯科衛生士への非公式な相談を通じて歯科介入へとつながる構造が

明らかとなった。また、NST やミールラウンドが多職種間の情報共有の場として機能していた。 

【結論】 

歯科標榜のない病院においても、歯科衛生士を中心としたスクリーニングと非常勤歯科医師に

よる回診を組み合わせることで、口腔管理を実施できる可能性が示された。特に、義歯関連治療

を中心とした歯科介入は、摂食嚥下および栄養管理と関連する口腔問題への対応として重要であ

る可能性がある。一方で、本研究は後ろ向き研究であり、対象が歯科介入につながった患者に限

定されるため、病院全体の歯科医療ニーズを評価するものではない。今後は医師および看護師を

対象とした調査を追加し、より包括的な医科歯科連携モデルの構築を検討する必要がある。 


